
関
税
暫
定
措
置
法
別

表
第
一
の
六
の
項
名

輸

入

数

量

一

〇
ト
ン

二

〇
ト
ン

三

三
・
二
七
ト
ン

四

二
一
、
九
二
二
ト
ン

五

一
、
三
三
〇
ト
ン

六

一
〇
ト
ン

七

一
三
・
一
九
ト
ン

八

一
・
一
三
ト
ン

九

三
五
、
七
〇
四
ト
ン

一
〇

四
、
九
一
一
ト
ン

一
一

三
、
四
一
〇
ト
ン

一
二

五
七
、
八
九
三
ト
ン

一
三
四
、
四
四
三
、
〇
〇
五
ト
ン

平成™š年™月™Ÿ日 月曜日 第œœ—›号官 報
大
野
城
市
に
編
入
す
る
区
域

春
日
市
大
字
下
白
水
一
〇
の
一
一
、
一
二
の
一
か
ら
一

二
の
五
ま
で
、
一
三
の
八
か
ら
一
三
の
一
〇
ま
で
、
一
三

の
一
二
、
一
六
の
二
、
一
六
の
三
、
一
七
の
一
、
一
七
の

二
、
一
七
の
七
、
一
七
の
一
一
か
ら
一
七
の
二
六
ま
で
、

一
四
一
の
二
一
、
一
四
一
の
二
六
か
ら
一
四
一
の
三
七
ま

で
、
一
八
一
の
八
、
一
八
一
の
一
九
か
ら
一
八
一
の
二
四

ま
で
、
二
〇
五
の
一
七

〇
総
務
省
告
示
第
五
十
八
号

町
村
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
山
形
県
最
上
郡
舟
形
町

と
同
郡
大
蔵
村
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、

山
形
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
九
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

最
上
郡
舟
形
町
に
編
入
す
る
区
域

最
上
郡
大
蔵
村
大
字
赤
松
字
福
地
山
九
二
〇
の
一
〇
の

一
部
、
九
二
〇
の
四
八
、
九
二
〇
の
五
〇
の
一
部
、
二
五

四
一
の
一
、
二
五
四
一
の
二
、
二
五
四
二
の
一
、
二
五
四

二
の
二
、
二
五
四
三
の
一
、
二
五
四
三
の
三
、
二
五
四
四

の
一
、
二
五
四
四
の
二
、
二
五
四
五
の
二
の
一
部
、
二
五

五
〇
、
二
五
五
一
の
一
、
二
五
五
一
の
二
、
二
五
五
二
の

一
部
、
二
五
五
四
の
一
か
ら
二
五
五
四
の
四
ま
で
の
各
一

部
、
二
七
四
〇
の
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
道
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

最
上
郡
大
蔵
村
に
編
入
す
る
区
域

最
上
郡
舟
形
町
長
者
原
字
福
寿
野
一
六
四
九
の
六
、
一

六
五
四
の
一
の
一
部
、
一
六
五
四
の
五
の
一
部
、
一
六
五

五
の
一
、
一
六
五
五
の
四
の
一
部
、
一
六
五
六
の
一
の
一

部
、
一
六
五
六
の
二
、
一
六
五
七
の
一
部
、
一
六
六
〇
の

三
、
一
六
六
七
の
四
の
一
部
、
一
六
六
七
の
五
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る

公
有
地
の
全
部

〇
総
務
省
告
示
第
五
十
九
号

市
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
愛
知
県
稲
沢
市
と
清
須

市
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
愛
知
県
知
事

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

稲
沢
市
に
編
入
す
る
区
域

清
須
市
北
市
場
本
町
三
丁
目
一
の
八
か
ら
一
の
一
七
ま

で
、
八
の
一
、
八
の
九
か
ら
八
の
一
六
ま
で
、
九
の
一
、

九
の
八
、
一
〇
の
一
二
、
一
〇
の
一
五
か
ら
一
〇
の
一
七

ま
で
、
北
市
場
本
町
四
丁
目
二
の
三
、
八
の
二

清
須
市
に
編
入
す
る
区
域

稲
沢
市
大
嶋
一
丁
目
一
の
一
か
ら
一
の
四
ま
で
、
一
の

一
八
か
ら
一
の
二
九
ま
で
、
二
の
一
か
ら
二
の
三
ま
で
、

八
の
一
か
ら
八
の
三
ま
で
、
八
の
七
、
八
の
一
九
、
八
の

二
〇
、
大
嶋
二
丁
目
五
の
六

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
五
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

茨
城
県
水
戸
市
大
足
町
千
七
十
八
番
地
の
一

認
証
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
八
日

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
六
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

群
馬
県
社
会
保
険
労
務
士
会

群
馬
県
前
橋
市
大
友
町
三
丁
目
二
十
番
地
七

認
証
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
八
日

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
七
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

宮
崎
県
社
会
保
険
労
務
士
会

宮
崎
県
宮
崎
市
大
和
町
八
十
三
番
地
二
鮫
島
ビ
ル
一
階

認
証
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
十
四
日

〇
財
務
省
告
示
第
五
十
六
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
輸
入
数
量

を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う

に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成
二
十
二
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
輸
入
数
量

を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
別
表
第
一
の
六
の
項
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
四
号

北
海
道
勇
払
郡
占
冠
村
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
ま
で
に
、

同
村
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
三
号

名
古
屋
市
中
川
区
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が

滅
失
し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

次
に
掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

に
、
同
区
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
原
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、

申
請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載

を
要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に

申
し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
原
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
原
戸
籍

に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

現
に
所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
中
川
区
役
所
又
は
名
古
屋
法
務
局
に
照
会
す
る
こ

と
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

名
古
屋
市
中
川
区
長
町
十
九
番
地

細
井
八
重
子

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
占
冠
村
役
場
又
は
旭
川
地
方
法
務
局
に
照
会
す
る

こ
と
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

北
海
道
勇
払
郡
占
冠
村
字
ト
マ
ム
五
百
八
十
番
地

鎌
田

經
吉

™
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